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　令和 3 年 7 月 4 日の理事会の議を経て，一般社団法
人日本歯科医学教育学会理事長を拝命してから 4 年が
経過いたしました．この 4 年間，みずからに厳命を課
し，わが国の歯科医学教育のさらなる充実と発展のた
めに，さまざまな課題にスピード感をもって取り組ん
でまいりました．
　この 4 年間でわが国の歯学教育を取り巻く環境は大
きな変革期を迎えています．歯学教育モデル・コア・
カリキュラム令和 4 年度改訂版に準じた歯学教育のさ
らなる充実，臨床実習前共用試験公的化，診療参加型
臨床実習客観的臨床能力試験の正式実施，省令改正に
よる新たな歯科医師臨床研修制度の実施，歯科医師国
家試験出題基準改変による新たな国家試験実施，アウ
トカム基盤型カリキュラムに基づく歯学教育分野別認
証評価，日本歯科専門医機構認定の新たな歯科専門医
の構築，卒前教育・歯科医師臨床研修・生涯研修の
シームレスな学習のあり方の検討などさまざまなこと
が挙げられます．
　本学会は，「歯科医学並びに関連領域の教育向上，充
実及び発展に寄与すること」を目的として設立 44 年目
を迎えた，一般社団法人として法人格をもつ歯科医学

教育の唯一の専門団体であり，この 4 年間，事業年度
計画の遂行を軸に，本執行部の活動が目に見えるプロ
ダクトとして会員の皆様に提示できるように行ってま
いりました．
　三役会では今後の本学会の方向性，具体的な業務遂
行を検討し，総務委員会では，新たな組織づくりの検
討，各賞選考，規定・規約作成・改定を行い，財務委
員会では，適切な予算案作成，歳入増加，支出減少に
努めてまいりました．学術委員会では，学術大会テー
マ・企画検討，セミナー企画・運営などを通じて，歯
科医学教育の情報共有を図り，今後の歯科医学教育の
発展，次世代を担う歯科医学教育者育成を行い，企
画・将来構想委員会では，現在の歯学教育を取り巻く
環境をもとに，今後の本学会のあり方を見据えて，対
外的発信力向上，学会員増加に向けた検討を行ってま
いりました．編集・広報委員会では，日本歯科医学教
育学会雑誌の発行，歯科医学教育白書 2021 年版の発
行，ホームページ管理，メールマガジン配信，新たに
ニュースレターの発行など会員サービス向上を踏まえ
て対応してまいりました．教育国際化推進委員会で
は，国際交流促進，国際的研究活動支援，諸外国との
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　第 44 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会
は，明海大学歯学部が主管校となり開催いたしました．
　会期は 2025 年 8 月 29 日（金）・30 日（土），会場を
千葉県浦安市の明海大学浦安キャンパス，準備委員
長：日比野　靖教授，実行委員長：岡本和彦教授・菊
池建太郎教授をはじめ，大学内教員30名をスタッフと
して会の運営にあたりました．
　参加者総数は 327 名で，特別講演 1 題，シンポジウ
ムが 3 テーマ，さらに特別セッションに加えて一般演
題として口演発表が 25 題，ポスター発表は一般 61 題
と学生セッション 2 題でした．
　本学術大会のテーマは，「歯科医学教育の分岐点～
その先を考える～」としました．現在歯科医学教育は
大きく変貌を遂げ，さまざまな面での分岐点を迎えて

います．特に歯科医師国家試験の難易度が上がってい
ることから，各方面での教育に偏重をきたしていま
す．現場の教育スタッフが疲弊し，本来あるべき歯科
医学教育から乖離している現状を見つめ直し，これか
らの教育方法等に関して考え直す機会にしたいと思っ
た次第です．
　特別講演は，明海大学総合教育センター教授の遠藤
信一先生にお願いし，「生成 AI による歯学教育の未
来」の演題でご講演いただきました．生成 AI は歯学
教育の未来に革新をもたらす可能性があるものの，活
用方法や倫理的な枠組みについて慎重な議論と注意が
必要であるとの内容でした．
　シンポジウム 1 では，公益社団法人医療系大学間共
用試験実施評価機構の先生方を迎えて，和田尚久先生

第44回日本歯科医学教育学会総会および学術大会を終えて�
「歯科医学教育の分岐点～その先を考える～」

 大会長・明海大学歯学部歯学部長　坂　英樹

教育ネットワーク構築として，SEAADE，ADEE，
ADEA との協定，ADEAP への協力，新たに KIDEE
と MOU 締結をして日本の歯科医学教育の情報発信を
行い，教育能力開発委員会では，歯科医学教育者のた
めのワークショップ，ファシリテータ養成セミナー，
オンラインワークショップ開催など歯科医学教育者育
成の最前線となる会員交流活動を推進し，歯学教育
ICT 化を念頭に対応してまいりました．教育方略委員
会では，倫理・プロフェッショナリズム教育，多職種
連携教育，地域包括ケアシステムに関する調査・提
言，教育コンテンツの作成を行い，教育評価委員会で
は，臨床実習における臨床技能評価，歯科医師国家試
験アンケート調査を実施し，関係機関に提言してまい
りました．教育一貫性委員会では，卒前教育，歯科医
師臨床研修，生涯研修のシームレスな学修のあり方に
関してマクロ的な視点から歯学教育の一貫性について
検討してまいりました．機関会員委員会では，歯科医
学教育の諸問題の研究・討議，機関会員相互の情報共
有，関係部署・行政機関への働きかけを行い，現況の
諸問題の解決を図るべく対応してまいりました．利益
相反委員会では，利益相反の開示様式，利益相反自己
申告書の提出など利益相反取引など対応してまいりま
した．新たに設立した理事長特命委員会では，JDEA
英文誌刊行，文部科学省委託事業，厚生労働省委託事

業，歯科医療振興財団事業等に関する事業を適切かつ
円滑に遂行してまいりました．
　このように，各委員会，理事会にて活発なディス
カッションを行い，会員の皆様，国民のために貢献で
きるよう，執行部が一丸となり，この 4 年間，誠心誠
意，務めさせていただきました．ここに改めて，会員
の皆様に衷心より感謝申し上げます．
　本学会をさらに充実・活性化させるために，皆様の
お知り合いの先生方で未入会の方がいらっしゃいまし
たら，本学会に入会していただきますよう，お声がけ
をお願いできたらと思います．

「�一日を楽しみたければ　花を活けよ�
一年を楽しみたければ　花を植えよ�
十年を楽しみたければ　木を植えよ�
百年を楽しみたければ　人を育てよ」�
� （中国古典『管子』）

　歯科医学教育にかかわる会員の皆様におかれまして
は，“人を育てる”教育の重要性を認識し，本学会をご
自身の研鑽を行う場として，今後とも有効活用してい
ただき，歯科医学教育のさらなる充実と発展のため
に，引き続き，より一層のご理解，ご協力，ご支援を
賜りますよう，切にお願い申し上げます．
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（九州大学大学院歯学研究院教授）を座長として「歯学
生共用試験 CBT・OSCE の公的化後 1 年目を振り返っ
て」というテーマで，斎藤隆史先生（北海道医療大学
歯学部教授），葛西一貴先生（日本大学特任教授），田
口則宏先生（鹿児島大学大学院教授）にご講演いただ
いた後ディスカッションが行われました．
　シンポジウム 2 では，歯科医師臨床研修法制化 30 年
を迎えて「歯科医師臨床研修必修化が目指したもの，
目指しているもの」をテーマとして，座長を長谷川篤
司先生（昭和大学歯学部教授）と平田創一郎先生（東
京歯科大学教授）にお願いして，伊東隆利先生（医療
法人伊東会伊東歯科口腔病院），新田　浩先生（東京科
学大学大学院教授），岡本佳明先生（医療法人社団涌泉
会ひまわり歯科）の 3 名のシンポジストからこれまで
の歯科医師臨床研修と今後の展望ついてご講演いただ
きました．
　シンポジウム3では，「歯科医学教育におけるスポー
ツ歯学」をテーマに掲げて，日本スポーツ歯科医学会
の先生方を中心として，座長を安井利一先生（同学会
理事長），武田友孝先生（同学会副理事長），山本一世
先生（日本歯科医学教育学会学術委員長）の 3 名にお
願いして，上野俊明先生（日本スポーツ歯科医学会総
務理事・明海大学歯学部教授），鈴木浩司先生（同学会
教育普及理事・日本大学松戸歯学部教授），中島一憲
先生（同学会学術教育担当理事・東京歯科大学教授），
月村直樹先生（同学会認定担当理事・日本歯科大学教

授）に，今後のスポーツ歯学の教育について講演いた
だき，ディスカッションが行われました．
　これらに加えて，「ファシリテータ養成セミナー　
第 12 回フォローアップセッション～教育に携わるす
べての方へ―明日からの指導がちょっと変わるヒント
を探しに～」と題した特別セッションが行われ，一般
口演，ポスターセッションでも熱心な討論が交わされ
て，皆さんの教育にかける熱意が感じ取れました．
　最後に，特別講演およびシンポジウムでご講演いた
だいた先生方ならびに座長の先生，一般演題の口演発
表およびポスター発表いただいた先生方ならびに座長
の先生，さらにご参加いただいた皆様，協賛いただい
た企業の皆様に感謝いたします．また，この学術大会
の準備に際し，学術委員会の先生方のご指導ならびに
関係各位のお力添えに厚く御礼を申し上げます．

令和6年度　各委員会報告

　財務委員会は，秋山仁志理事長，木尾哲朗副理事長，
藤井一維総務担当理事を委員として構成されている．
令和 6 年度は学術大会が 3 年ぶりに対面で実施される
など，本学会の活動はコロナ禍の影響から少しずつ回
復した状況となった．そのなかで財務委員会ではこれ
までの実績やコロナ禍を経た変化を考慮して予算を作
成し，これを適切に実行することにより本学会の健全
な運営に会計面から貢献した．

1．第44回学術大会関連
　1）学術大会における学術委員会企画講演
　委員会で検討の結果，日本スポーツ歯科医学会との
共催企画として以下のシンポジウムを決定した．
テーマ：歯科医学教育におけるスポーツ歯学
演　者：上野俊明先生，鈴木浩司先生，中島一憲先生，
月村直樹先生（日本スポーツ歯科医学会）
概　要：2011 年 6 月に改定されたスポーツ基本法では
医科学情報の項目に医学や生理学，心理学，力学と並

財務委員会報告
 委員長　山本　仁

学術委員会報告
 委員長　山本　一世
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んで歯学が明記され，また歯学教育モデル・コア・カ
リキュラム令和 4 年度改訂版においても学修目標にス
ポーツ歯学に関する項目が収載されるなど，スポーツ
の基本的な医歯学的知見と口腔の関係については，歯
科医学教育において今後さらに重要な領域となるもの
と考えられる．そこでわが国の歯科医学教育・研究に
おけるスポーツ歯学の現状や展望について情報提供し
ていただくことを目的とする．
　2）その他
　学術大会における演題募集に際し，発表内容に関す
る自己チェックリストを作成し，第44回学術大会から
運用を開始した．

1．学会誌の発行
　日本歯科医学教育学会雑誌第 40 巻第 1～3 号を発行
した．また，各号を日本歯科医学教育学会ホームペー
ジならびに J—stage に公開した．

2．JDEAニュースレターの発行
　JDEA ニュースレター 2025 年第 1 巻第 1 号を発行し
た．創刊号は全会員へ郵送にて配布および学会ホーム
ページにて一般閲覧可能とした．第 2 号は 10 月に発行
予定で，学会ホームページのみに掲載予定である．

3．編集委員会の開催
　各号の投稿論文に対し，1 論文につき委員会委員 2
名により査読を行い，査読結果について編集委員会で
協議した．作業としては，掲載可否の判断，再査読・
再投稿などの必要性，さらに査読結果の著者への回答
内容の確認などを行った．

4．優秀論文候補の選出
　第 23 回日本歯科医学教育学会優秀論文の候補論文
を 1 論文選出し，その結果を上程した．

　本委員会では，委員会のミッションとなる歯学教育
の国際化を推進するべく，海外の歯科医学教育関係者

との交流，情報収集および日本の歯科医学教育に関す
る情報提供を行った．

1．第 43 回日本歯科医学教育学会学術大会（2024 年 9
月 6，7 日，愛知）において，シンポジウム 1「歯学教
育における教育国際化を考える」を委員会担当として
開催した．座長は，教育国際化推進委員会　鶴田　潤
委員長（東京科学大学），講師は，東南アジア歯科医学
教育学会（SEAADE）理事長 Sri Angky Soekanto 先
生，同事務局長 Lisa Amir 先生，Korean Institute of 
Dental Education and Evaluation（KIDEE）理事長　
Jae—ll Lee 先生，国内からは，教育国際化推進委員会　
洪光委員（東北大学），香西雄介先生（神奈川歯科大
学），小澤　諒先生（厚生労働省）を招聘した．アジア
地域における留学生教育の実際などの話題提供をもと
に，将来に鑑みた各地域における歯学教育の相互理解
の必要性などが提起された．

2．第 35 回東南アジア歯科医学教育学会（SEAADE）
学術大会（2024 年 11 月 25～27 日，マレーシア・クア
ラルンプール）において，JDEA 代表団として教育国
際化推進委員 3 名を派遣し，各委員においての個別交
流，情報収集，今後の JDEA—SEAADE の連携の調整
を行った．

3．2024 年 12 月に，米国歯科医学教育学会（ADEA）
Danielle Rulli 先生（Ohio State University）より，日
本の歯科医学教育調査の相談を受け，教育国際化推進
委員会として，2025 年 5 月 20 日に，鶴田　潤委員長，
魚島勝美副委員長の 2 名にて東京科学大学（湯島キャ
ンパス）にて対応を行った．ADEA からは，Danielle 
Rulli, DHSc, MS, RDH（ADEA Task Force Member），
Dr. Ryan Quock, DDS（Co—Chair, ADEA Task Force 
on Envisioning and Transforming the Future of Oral 
Health & Education），Dr. Nicole Kimmes, DDS, 
FACD, FICD, FPFA（Co—Chair, ADEA Task Force 
on Envisioning and Transforming the Future of Oral 
Health & Education）, Susan Kass, EdD, RDH（ADEA 
Immediate Past Chair of the Board of Directors）の 4
名が参加した．日本の歯科医学教育制度，歯学教育モ
デル・コア・カリキュラム，JDEA のアジア地域にお
ける役割などの説明，今後の JDEA—ADEA の連携に
関する意見交換を行った．

　令和6年度においては，歯学教育の国際化に関して，

編集・広報委員会報告
 委員長　沼部　幸博

教育国際化推進委員会報告
 委員長　鶴田　潤
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会員への情報提供となるシンポジウムを開催すること
で，歯学部／大学院への留学生施策を含めたアジア地
域，国内の現状を共有し，将来の歯科医療人材育成の
ビジョンをもつ必要性を提起することができた．世界
各国，各地域での歯科医学教育のあり方についてはそ
の社会状況に応じた検討が常に行われている．日本と
して，特にアジア地域における教育動向を把握し，国
内だけではなく，国外の状況も念頭においた次世代の
歯科医学教育体制を検討する時期であると考える．

　本委員会の主な事業として，「歯科医学教育者のた
めのワークショップ」（富士研実行部会担当），「歯科医
療人のためのファシリテータ養成セミナー」（ファシリ
テータ養成セミナー実行部会担当）および「ファシリ
テータ養成セミナー　フォローアップセッション」

（ファシリテータ養成セミナー実行部会担当）の企画，
実施を行っている．令和 6 年度は，これらの事業すべ
てを対面形式で開催した．実施結果について，以下に
詳細を記載する．

1．�「第 14回歯科医学教育者のためのワークショッ
プ」の開催

　「第 14 回歯科医学教育者のためのワークショップ」
は令和 6 年 12 月 3 日（火）から 6 日（金）に対面方式
で，千葉県千葉市の幕張国際研修センターにおいて開
催された．
　本ワークショップでは，第 5 回から「アウトカム基
盤型教育」を主要テーマの一つとして組み込み，今回
もその方針を踏襲した．また，今回はワークショップ
の内容を一部見直し，厚生労働省より本ワークショッ
プが「歯科医師の臨床研修に係る指導歯科医講習会の
開催指針」（平成 16 年 6 月 17 日付け医政発第 0617001
号）に則ったものであると認められたため，今回から
ワークショップ修了者は歯科医師臨床研修制度におけ
る指導歯科医の要件の一つ（歯科医師臨床研修指導歯
科医講習会の受講）を満たすこととなった．ワーク
ショップ実施にあたり文部科学省，厚生労働省からは

「共催」名義を，日本歯科医師会，日本歯科医学会から
後援をいただいた．定員は従前どおり 40 名としたが，
参加者は 27 名であった．内訳は，性別については男性
22 名，女性 5 名，所属については私立大学 16 名，国

立大学 10 名，医科大学 1 名，職位については教授 10
名，准教授 8 名，講師 5 名，助教 4 名，領域について
は基礎系 7 名，臨床系 20 名であった．ワークショップ
の運営については，教育能力開発委員会富士研実行部
会の 9 名の委員で担当した．また外部講師として，宮
内ミナミ先生（産業能率大学教授），葛西一貴先生（日
本大学特任教授），武田裕子先生（順天堂大学教授），
藤崎和彦先生（岐阜大学教授）のご協力をいただいた．
ワークショップにおける各種作業については，過去の
オンライン開催で得られたノウハウを駆使し，プロダ
クト作成やアンケート入力等はすべて PC やスマート
フォンを用いることにより作業の効率化を図った．そ
の結果，昨年以上に作業は円滑に進み，無駄の少ない
運営が可能となった．一方で，参加者の一部にはオン
ライン作業に不慣れな方も一定数おられ，タスク
フォースのサポートのもとで作業を行っていただい
た．全般を通して，たいへん有意義なワークショップ
を実施できたと考えており，本事業が日本の歯科医学
教育の充実，発展に貢献できるよう，さらなる改善に
努めていく予定である．

2．�「第 16回歯科医療人のためのファシリテータ養
成セミナー（行動変容編）」の開催

　本セミナーは令和 7 年 3 月 8 日（土）9：30～16：
40，会場は愛知県産業労働センター（ウインクあいち）
において対面方式で開催された．実施は，ファシリ
テータ養成セミナー実行部会委員が中心となり，スー
パーバイザーとして藤崎和彦先生（岐阜大学教授），特
別講師として脇　忠幸先生（関西学院大学ハンズオ
ン・ラーニングセンター准教授）の協力をいただいた．
当日のスタッフは新たに 2 名のメンバーが加わり，秋
山恭子，上原　任，木尾哲朗，鈴木一吉，角　忠輝，
田口則宏，寺田知加，長谷由紀子の 8 名（敬称略，五
十音順）が担当した．参加者は全国の歯科関連の教育
施設から 18 名が集まり，4 グループに分かれて作業が
展開された．参加者の内訳は，男性 12 名，女性 6 名
で，所属は国公立歯学部 4 名，私立歯学部 12 名，私立
歯科衛生学科 2 名であった．職位は，教授 1 名，准教
授 2 名，講師 9 名，助教 6 名であった．10 レクチャーと
3 グループセッションが行われ，対面ならではの活発
な討論やロールプレイが行われた．事後アンケートの
結果からは，参加者の熱心な学習意欲と学習効果が確
認され，本セミナー事業のさらなる充実が期待された．

　（報告：ファシリテータ養成セミナー実行部会　
部会長　鈴木一吉）

教育能力開発委員会報告
 委員長　田口　則宏
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3．�「ファシリテータ養成セミナー　第 11 回フォ
ローアップセッション」の開催

　平成 22（2010）年度にファシリテータ養成セミナー
受講経験者の要望を受け，医療コミュニケーション教
育に携わる方々の情報交換・交流の場としてフォロー
アップセッションを開始した．平成 23（2011）年度の
第 2 回からは，コミュニケーションや教育の分野に精
通している方を講師としてお招きしレクチャーを行
い，ファシリテータ養成セミナー参加者をはじめとす
る教員や指導者の教育能力向上に努めている．現在は
医療コミュニケーション教育に特化せず，より多くの
分野で活用できるようファシリテーションに関わる情
報交換・交流を行っている．前回の第10回までは日本
歯科医学教育学会学術大会の前日に開催していたが，
第 11 回となる今回から，学術大会当日に「特別セッ
ション」として大会プログラムの一部に組み込まれ，
セミナー受講経験者以外の方も含め，より多くの参加
が可能となった．今回の特別講師は，ホテルマンとし
ての経歴を持ち，学生担当の事務職として豊富な経験
があり，多方面で教育に関する講演活動を行っている
木林利行氏を講師としてお招きした．座長は角　忠輝
委員と鈴木一吉部会長が担当した．本特別セッション
の詳細については，日本歯科医学教育学会雑誌第40巻
第 3 号 82—87，ファシリテータ養成セミナー第 11 回
フォローアップセッション　令和時代の人材育成―世
代による価値観のギャップを理解する―（https://doi.
org/10.24744/jdea.40.3_82）をご参照ください．

　（報告：ファシリテータ養成セミナー実行部会
部会長　鈴木一吉）

　本委員会では，プロフェッショナリズム教育の推進
を図るため，第43回日本歯科医学教育学会学術大会に
おいて，シンポジウム 2（教育方略委員会）「歯学教育
モデル・コア・カリキュラム令和 4 年度改訂版　歯科
医師として求められる基本的な資質・能力 PR：プロ
フェッショナリズムの Good Practice を探る」を開催
した．木尾哲朗・和田尚久両委員を座長に，吉居慎二
先生（九州歯科大学 LD 教育推進学分野）から「WADS
キャンプを通したプロフェッショナリズムの醸成」，
大戸敬之先生（鹿児島大学病院歯科総合診療部）から

「専門職アイデンティティ醸成を目指したプロフェッ
ショナリズム授業の実践」，石黒一美先生（日本歯科大
学東京短期大学歯科衛生学科）から「歯学生の視座・
視野・視点を育む教育体系」，大澤航介先生（東京歯科
大学社会歯科学講座）から「教員の熱意が支える倫理・
プロフェッショナリズム教育のリアリティ」の 4 つの
Good Practice のご報告をいただいた．歯学教育課程
におけるプロフェッショナリズム教育の深化に資する
シンポジウムであった．

1．�第 118回歯科医師国家試験に関するアンケート
調査結果の公表

　第 118 回歯科医師国家試験に関するアンケート調査
結果報告書を，歯科大学学長・歯学部長会議に提出す
るとともに全歯科大学学長，歯学部長に送付した．ま
た，このアンケート結果を本学会ウェブサイトに掲載
した．

2．�第 118 回歯科医師国家試験に関する学生アン
ケート調査の実施

　1）対象
　全国 29 校の歯科大学学長・歯学部長を通じ，第 118
回歯科医師国家試験を受験した各大学の令和 6 年度卒
業生を主たる対象者として回答を依頼した．
　2）実施方法・時期
　歯科医師国家試験に関する 14 項目，計 42 問の意
見・感想・コメントを問う「第 118 回歯科医師国家試

教育方略委員会報告
 委員長　平田　創一郎

教育評価委員会報告
 委員長　上田　貴之

ファシリテータ養成セミナー（2025 年 3 月 8 日，名古屋）
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験に関する受験生へのアンケート調査」を Web 方式
にて実施した．
　3）回答状況
　標記アンケートについて，依頼した全国 29 校のう
ち，28校の学生から回答がなされ，回答者総数は1,139
名であった．これは，令和 5 年度より 253 名多かった．
近年，回答者数が低迷していたため，対策としてアン
ケートの依頼を事前に送付して，各歯科大学・歯学部
の卒業式前後のスケジュールに組み込んでいただくよ
う依頼した．その結果，回答者数が増加したものと思
われる．今後も，回答の質の担保のため，引き続き回
答者数の向上に努めていく．
　4）結果の公表
　報告書を取りまとめ，歯科大学学長・歯学部長会議
に提出するとともに，全歯科大学学長，歯学部長に送
付および本学会ウェブサイトに掲載した．

3．�第 118 回歯科医師国家試験に関する教員アン
ケート調査の実施

　1）対象
　本学会機関会員校を対象に，歯科医師国家試験に関
する教員アンケートへの回答を依頼した．
　2）実施方法・時期
　5 項目，計 20 問の「日本歯科医学教育学会　機関会
員校対象　歯科医師国家試験に関する教員アンケー
ト」を Web 方式にて実施した．
　3）回答状況
　標記アンケートについて，依頼した全国29校すべて
から回答がなされた．
　4）結果の公表
　報告書を取りまとめ，歯科大学学長・歯学部長会議
に提出するとともに，全歯科大学学長，歯学部長に送
付および本学会ウェブサイトに掲載する予定である．

　令和 5～6 年度に実施した教育一貫性に関する実態
調査「卒前教育，歯科医師臨床研修，生涯研修のシー
ムレスな学修のあり方の検討」に関するアンケート結
果を，第 44 回学術大会において一般口演で報告した．
その後，本学会誌への投稿を予定している．
　また，次年度は臨床研修医修了後の進路に関する調
査研究の実施を検討している．

　機関会員委員会は，機関会員委員会に関する細則に
則り，毎年，学術大会・総会の開催時に委員長がこれ
を招集，開催することになっている．そのため，令和
6 年度は，8 月 5 日に愛知学院大学歯学部の主管で開催
された第 43 回日本歯科医学教育学会学術大会前日に
機関会員委員会を開催した．令和元年に九州大学歯学
部で開催された機関会員委員会から 5 年ぶりの開催と
なった．
　開会後，報告事項として，現在の機関会員代表者の
確認，次回第44回日本歯科医学教育学会学術大会大会
長の坂　英樹先生から大会に関する説明があった．ま
た，今回は，報告事項後に一般社団法人日本歯科医療
管理学会理事長の尾﨑哲則先生による講演が設けられ
た．この講演は，令和 6 年度の入学者から適用の歯学
教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4 年度改訂版）
に新設された項目を含めた社会歯科学・歯科医療管理
学の分野の教育が，すべての歯科大学・歯学部におい
て十分に行われているとはいえない状況にあるため，
その重要性および講義の徹底の必要性を認識すること
を目的に行われた．講演終了後の質疑応答が活発に行
われていたことからも，機関会員に社会歯科学を含む
歯科医療管理学の学部教育の重要性などが認識された
ものと考える．

　今期の本委員会の活動は，2023 年 8 月 4 日から本年
（2025 年）の社員総会までの期間，本学会の事業遂行
に関する利益相反について，透明性を確保して適切に
管理する目的で，会員が本学会に対して所定の利益相
反申告書に基づきその事実を届け出し，これを必要に
応じて審議，開示，公開することを行った．委員会で
は，本学会役員と委員会委員へ利益相反自己申告書を
配信し，申告・提出後に申告書の管理を行った．さら
に学術大会における発表・講演における発表者の利益
相反状態についての公表も，関係機関と委員会の連携
のもと実施している．
　令和 6 年後の本委員会委員は，佐藤和朗委員（岩手
医科大学），弘中祥司委員（昭和医科大学），古市保志

教育一貫性委員会報告
 委員長　松野　智宣

機関会員委員会報告
 委員長　中原　賢

利益相反委員会報告
 委員長　佐藤　聡



8

　大学 ICT 推進協議会が令和 4 年 7 月に発表した高等
教育機関における ICT の利活用に関する調査研究

（2020 年度調査）によると，全国の大学・短期大学・
高等専門学校におけるインターネットなどを用いた遠
隔教育実施割合は，コロナ禍による影響により平成 29
年度の 48.7％から令和 2 年度には 88.8％と大幅に増加
している．その一方，学部学科別の分析によると，イ
ンターネットを利用した遠隔事業を実施していないと
回答のあった学部研究科のなかでは，医学・歯学・看
護学・獣医学系の占める割合が高かったことが報告さ
れている．本学会が発行している歯科医学教育白書

（2021 年版）においても，コロナ禍以降，時間的・場
所的な制約を受けずに受講できるオンライン授業のメ
リットが理解されるようになったことから，学部学生
を対象とした授業に加え，FD や SD など，教職員なら

びに病院職員においてオンラインによる開催が急速に
拡大しているものの，授業における ICT の活用方法に
関してはコロナ禍以前と大きな変化は認められていな
いことが示されている．
　さて，近年の急速な科学技術の進化は，教育の実施
に対しても大きな影響を及ぼしており，大きな変革の
ときを迎えている．平成 25 年 6 月に閣議決定された

「教育振興基本計画」では，教育への ICT の活用が明
記されているだけでなく，大規模公開オンライン講座
による配信に加え，オープンコースウェアの活用に
よって大学の知を世界に開放するとともに大学教育の
質の向上にもつながる取り組みへの各大学の積極的な
参加を促すことが求められている．デジタルトランス
フォーメーション（DX）と呼ばれるこの潮流を止める
ことはできず，それは私たちの学びの場そのものを根

第40巻3号巻頭言：歯科医学教育におけるDXと2025年の崖
 理事　長島　正

委員（北海道医療大学），宮脇卓也委員（岡山大学），
佐藤　聡（日本歯科大学新潟生命歯学部）の 4 名で構
成した．

　理事長特命委員会は，理事会の議を経て，理事長が
必要と認めた特命事項について審議し，業務を執行す
る．
　令和 6 年度厚生労働省臨床研修活性化推進特別事業
の遂行するために，理事長特命委員会に 3 つの作業部
会を設立した．
　1 つ目は，歯科医師臨床研修指導歯科医講習会・プ
ログラム責任者講習会実行部会であり，部会長に大阪
大学歯学部の長島　正教授が就任した．令和 6 年度厚
生労働省臨床研修活性化推進特別事業　歯科医師臨床
研修指導歯科医講習会・プログラム責任者講習会を厚
生労働省の意向を受け，第 1 回を 2024 年 11 月 26～28
日の 3 日間，幕張国際研修センターにて開催した．第
2 回を 2025 年 1 月 28～30 日に Zoom および Google 関
連システムを用いた完全オンライン研修にて開催し
た．参加者は第 1 回が 38 名，第 2 回が 35 名であり，
有益かつ円滑に講習会を実施した．

　2 つ目は臨床研修活性化推進事業として指導歯科医
講習会講師養成研修会実行部会であり，部会長に東京
歯科大学の平田創一郎教授が就任した．令和 6 年度厚
生労働省臨床研修活性化推進特別事業　指導歯科医講
習会講師養成研修会は，第 1 回を 2024 年 9 月 21～23
日の 3 日間，幕張国際研修センターにて開催した．第
2 回は 2025 年 2 月 12～14 日の 3 日間，Zoom および
Google 関連システムを用いた完全オンライン研修に
て開催した．参加者は第 1 回は 19 名，第 2 回は 7 名で
あり，有益かつ円滑に研修会を実施した．
　3 つ目は臨床研修活性化推進事業　e—learning 教材
の検討および作成・運営実行部会であり，部会長に大
阪大学歯学部の長島　正教授が就任した．e—learning
教材の検討および作成・運営実行部会では，指導歯科
医講習会の講師養成のための研修会での検討を踏ま
え，e—learning 教材のコンテンツを作成し，e—learning
コースの管理運営を実施した．
　現在，日本歯科医学教育学会ホームページ（https://
jdea.jp/seminar/index.html）に厚生労働省臨床研修活
性化推進特別事業　指導歯科医講習会の講師養成研
修，指導歯科医フォローアップ研修としてオンデマン
ド配信により公開されており，講演動画の視聴状況と
内容確認テストの成績をもとに本学会理事会にて修了
認定後，修了が認定された者に対しては修了証の授与
を行っている．

理事長特命委員会報告
 委員長　秋山　仁志
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底から再定義しつつあるといっても過言ではない．や
やもすると，教育における DX 化は教育現場への学習
管理システム（Learning Management System：LMS）
の導入をはじめとした IT 技術の応用が主体として捉
えられがちであるが，その本質は単に IT 技術の導入
にとどまらず，デジタル化を通じて学習環境の質を高
めるとともに，より多様で柔軟な学びの形を提供する
ことにある．この流れに乗り遅れないために，われわ
れは教育のあり方を見つめ直し，自由な発想のもと，
新しい体制を築いていかなければならない．従来の歯
学教育は，教室・実習室・診療室といった物理的空間
で行われ，実習についても模型などを用いた対面指導
が中心となっていた．しかし今日では，インターネッ
トや AI，VR，AR といった新技術が発展し，時間や
場所に縛られない学びが形成されるとともに，それら
の応用によって，これまで難しかったリアリティを体
験することが可能となっている．先般開催された第 43
回日本歯科医学教育学会学術大会においてもその一端
を垣間見ることができたことは記憶に新しい．この傾
向は今後加速度的に広がることは確実であり，さら
に，このような技術の積み重ねは，従来の方法では十
分な応用が難しかった「学びのデータ」の新たな活用
を生み出し，それによって各学生に最適な学修方法が

提供できる可能性を秘めている．
　さて，2018 年に経済産業省が公表している「DX レ
ポート」内で「2025 年の崖」がキーワードとして捉え
られている．これは，DX を推進できず国際競争力を
失う問題を指しており，2025 年以降に大きな経済損失
が発生すると予測されることから，警笛を鳴らす意味
を込めて「2025 年の崖」と呼ばれている．その原因と
して，レガシーシステムの存在が挙げられ，例として，
①事業部門ごとに構築され，柔軟なカスタマイズがで
きないシステム，②サポートの終了が発表されている
もしくはすでに終了したシステム，③部分的な改修を
繰り返した結果，複雑化し特定の人しか利用できなく
なってしまったシステムが挙げられているが，このこ
とは教育現場においても当てはまるのではないかと考
える．すなわち，科目ごとに縦割りのカリキュラム，
部分的な見直しを繰り返した結果，複雑化したカリ
キュラムなどの存在が，効率のよい学習環境の構築を
妨げている可能性がある．
　今後，DX による技術革新を取り入れた教育システ
ムの再開発がますます重要性を増してくることは容易
に想像できることから，日本歯科医学教育学会として
も必要なサポートを継続していきたい．

　令和 6 年度も残りあとわずかとなり，各教育機関で
は新年度を迎えるにあたり慌ただしい日々を送ってい
らっしゃることと思います．ちょうど 1 年前には，共
用試験（CBT，OSCE）のトライアルを終え，公的化
に向けた最終的な準備を行っていたように思います
が，令和 6 年度のスタートとともに気がつけば大きな
問題もなく無事に公的化試験を終えられたように思い
ます．
　周知のように，共用試験は，令和 3 年 5 月に“良質
かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進
するための医療法等”の一部を改正する法律が成立し，
その後，令和 6 年 4 月から，試験（CBT，OSCE）に
合格した歯学生が臨床実習において歯科医業を行うこ
とができることとなりました．来年（令和 8 年）の 4
月からは，共用試験の合格が歯科医師国家試験の受験
資格の要件になることとなります．目まぐるしいほど
の速さで改正が進んでいるように感じます．

　さて，同じ共用試験でも医学生を対象とした CBT
と OSCE は，歯学生を対象とした試験より 1 年先行し
て，令和 5 年 4 月に公的化がスタートしました．公的
化後，1 年を経過した時点での課題については，重大
なものはないものの，いくつかのコメントはみられま
す．CBT の合格基準の設定のあり方については，医学
生・歯学生共用試験とも公的化前後で大きく変更され
ています．すなわちこれまでは，各大学で独自に設定
されていた合格基準が，公的化後は，全大学の受験生
に公平性・公正性を担保した合格基準とするため，
Bookmark 法が応用されました．さらに，医学生・歯
学生共用試験とも全大学共通の IRT 標準スコアを設
定し，合否が判定されています．また，OSCE の合格
基準の設定のあり方についても公的化前は，各大学で
独自に設定されていた合格基準としていましたが，医
学生・歯学生共用試験とも，公的化後は国際的に有用
性が確立している修正 Angoff 法を用いて評価してい

第41巻1号巻頭言：令和6年度の歯学教育を振り返る
 理事　佐藤　聡
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ます．医学生共用試験では，CBT，OSCE とも合格基
準の見直しも視野に入れた検討を長期的かつ定期的に
行っていく必要が述べられています．
　合格基準の設定では，もう一つ公的化後の大きな変
更点として試験実施主体が行う合否判定に対する異議
申立て制度が整備された点といえます．今後，今まで
以上に異議申し立てに対する対応の期間も考慮した日
程の確保・調整が必要となることが予測されます．
　公的化で具体的に大きく整備されたなかに受験機会
の確保のあり方が挙げられます．これも，公的化前は
本試験を受験できなかった者，不合格となった者を対
象とした試験の再実施は，各大学に委ねられていまし
たが，公的化後は，前述の者を対象とした試験を 1 回
実施することが定められました．加えて，障害や疾病
等のために受験に際して配慮を希望する者は，状態に

応じた配慮がなされること（合理的配慮）も定められ
ています．今後，さらに受験生へ周知することでより
よい環境下での試験の実施ができることが望まれます．
　これまで共用試験の公的化前後の変更点を中心に，
比較，注意点等について述べました．今後の共用試験

（CBT，OSCE）を実施するうえで考えられる課題とし
ては，大学に求められている CBT，OSCE 実施で使用
するためのコンピュータ等の準備・更新にかかる設備
投資，OSCE 実施のための試験室，待機室等の確保，
さらに試験実施に携わる関係者（模擬患者を含む）の
継続的な協力が課題として述べられています．この公
的化された制度がシームレスな歯科医師養成に向けた
試験制度として充実し，国民への歯科医療の質の向上
に資するものとなることを祈念いたします．

　この号が発行される令和 7 年 8 月末は，いまだ猛暑
が継続中であると思います．ここ10～20年くらいで日
本の気候は明らかに変化しましたが，私達はもはやこ
の状況を「異常気象」とは呼んでいません．そして「熱
中症対策」として小中学校の水泳の授業や屋外運動系
の部活動などを中止にしたり，家庭でもエアコンディ
ショナー（エアコン）の終日稼働を推奨したりしてい
ます．これは「暑いからプール授業」「暑さに負けない
体を作る」「エアコンはこまめに消して省エネ・節電」
などの「過去の夏の常識」を「命に関わる問題」と捉
え，昨今の気象変動に適応するための対策となってい
ます．
　さて，この 7 月で秋山仁志理事長を長とした執行部
も任期満了となり，バトンタッチする時期を迎えます
が，私は 4 年間，現執行部の常務理事として，編集・
広報委員会委員長を務めさせていただきました．「日
本歯科医学教育学会雑誌」（以下，学会誌）の発行に関
し，途中で若干編集委員は入れ替わりましたが，山本
松男副委員長を含む 10 名の編集委員の方々の力を借
りて，年間 3 号，本号を含めて 13 冊（うち 1 号は Spe-
cial Issue でコアカリに関する英文誌）を発行すること
ができました．
　全世界で急速に広がった学術雑誌の電子化の波は本
学会誌にも訪れ，2018 年 8 月に電子化を行い，第 34
巻 2 号から J—STAGE への掲載を開始し（現在では第

32 巻 1 号から閲覧可能），日本歯科医学教育学会の
ホームページの「学会誌」のタブから閲覧が可能です．
今年で41巻となり，各号には各大学や所属機関の歯学
教育向上に向けた取り組みが掲載され，本学会の貴重
な知的財産となっています．
　さらに「歯科医学教育白書 2021 年版」（以下，白書）
を編集・発行しました．4 年に一度の白書の発行は一
大事業ですが，この本の編集作業を知る自分として
は，白書の作成と学会誌の編集を同時にコントロール
することはかなりの難題だと思い，白書作成部会を別
に編成して音琴淳一先生に部会長をお願いしました．
歯科医学教育白書は日本の歯学教育の状況を詳細に記
録する貴重な一冊であるとともに，本邦の歯学教育の
変遷の証跡となっています．この白書も過去のぶんを
含めてデジタル化をして保存できればと思います．
　第40巻3号の巻頭言で長島　正先生が記しているよ
うに，さまざまな分野での DX（digital transforma-
tion）の推進が図られていますが，単に教育現場への
ICT（Information and Communication Technology）
の導入ではなく，その先の質の向上や形成された結果
の提供までも視野に入れた活用が必要です．
　編集・広報委員会が模索すべき次のステップとして
は，「学会誌や白書などで蓄積された教育情報を整理
し，活用に繋げるお手伝いをする」ことになると思い
ます．すなわち，本学会誌や白書といった知的財産を，

第41巻2号巻頭言：編集・広報委員会の現在と今後
 理事　沼部　幸博
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時代の変化に合わせた教育システム構築に必要な情報
の一つとして活用できるようなアーカイブを作成する
のです．これは夢物語でなく，すでに存在する手法で，
ChatGPT などの大規模言語モデル（LLM）の活用に
より実現可能です．デジタル化された論文や記事など
のテキストマイニングを行い，頻出用語，それらの関
係性や時系列からの傾向や主題を抽出し，それぞれの
アーカイブの体系的整理をし，データベース化して提
供できるようにすることで，私達の過去の知的財産を
構造化して活用することができます．もちろん，著作
権や個人情報を配慮する必要があるため，活用時には
その部分への対応も大切です．ただしこれはもはや編
集・広報委員会の仕事の領域を越えているので，DX
委員会などの特命委員会を別に立ち上げ，そこで行う
仕事となるかもしれません．

　編集・広報委員会の広報の仕事として，本学会初の
試みで，会員への情報サービスの向上および会員以外
の方々への本学会に関する積極的な広報を目的とした

「JDEA ニュースレター」を発刊しました．学会ホーム
ページや学会誌とは異なる形で，本学会活動，さらに
は歯学教育に関する情報源の一つとして年 2 回発行予
定で，2 号以降は本学会ホームページのみで閲覧でき
る電子マガジンとなります．
　さらに今後，本学会の SNS アカウントを立ち上げて
情報発信を行う案も現委員から提案されており，こち
らも単に情報発信だけでなく，会員とのコミュニケー
ションを図るツールとしての活用が考えられます．
　このように，編集・広報委員会の仕事の基本は学会
誌の編集と学会の情報の発信となりますが，今後は新
たな視点からの活動が増えていきそうです．


